
日本での実績

日本のほとんどの球場で利用さ
れているカナレ製品の導入実績
を2012年の札幌ドーム視察など
を経て、評価いただき、採用に繋
がりました。

技術サポート

日本本社から技術スタッフを派
遣し、光製品の加工などのサ
ポートを充実させました。ユー
ザの要望に的確にお応えできる
環境がカナレにはあります。

きめ細やかな
サービス

ユーザのこだわりにお応えする
ために台北大ドーム用にオリジ
ナル製品の特注対応も行ないま
した。

04
導入事例

台湾で初めてのドーム球場に
カナレ製品が導入されました。

台北大ドーム 様
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スタジアム内幹線

光カメラケーブル
スタジアム内の�K・HD
データを伝送する光ケーブル。 場内の幹線と接続するため

のコネクタ盤。

光カメラコネクタ盤

スタジアム内接続

中継車用端子盤

スタジアム内端子盤

スタジアム内端子盤

編集室端子盤

バックネット裏側

Canare Corporation of Taiwan　現地責任者 厳理事

台湾で初めてのドーム球場ということや、日本にあるドーム球場を凌ぐスケールの大きさというこ
とで、カナレ製品が導入されることによる反響効果を考え、採用いただくために台北大ドームの関
係者と何度も打合せを重ねました。その際、2012年に札幌ドームの視察を実施し、カナレ製品の日
本の球場への導入実績を実感・評価いただきました。こういった活動が実を結び、カナレ製品の採
用に繋がりました。海外では初めての施工事業です。しかし、2012年から始まった台北大ドーム建
設の道のりは険しく、建築上の問題や新型コロナウイルスの影響で工事の中断が幾度もあり、予定
が大幅に遅れてしまいました。そのような中、カナレ台湾は、ユーザのために日本本社から技術スタッ
フを派遣し、光製品の加工を指導したり、ユーザの要望に応えるために台北大ドームオリジナルの
製品を製作するなど、さまざまなサポートを行なってまいりました。そのような奮闘を経て、2023
年12月から球場として本格始動しました。野球は台湾にとって、「国民的スポーツ」です。台北大ドー
ムで初めて行なわれた試合の生中継はとても感慨深く、球場全体が試合に感嘆し、大きな歓声を上
げた時、さらにテレビアナウンサーが「ドーム球場があって本当に素晴らしいですね」と喜びを表
現した時、失敗のできない台北大ドームの施工も、この長い道のりも、さまざまな苦労も、その甲
斐があったと心が満たされました。
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